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弘

決

外

血

紗

ヲl
童
日

考

並

索

引
尾

崎

康

弘
決
外
典
紗
四
巻
は
、
正
暦
二
年
(
九
九
一
)
、

村
上
天
皇
の
皇
子
の
具
平
親
王

(
康
保
元
2
寛
弘
六
・
九
六
四

2

一O
O九
)

の
撰
に
な

る
。
そ
の
自
序
に
い
う
よ
う
に
、
唐
の
湛
然
(
妙
楽
大
師
)

の
止
観
輔
行
伝
弘
決
十
巻
が
、
多
く
の
外
典
を
引
い
て
繁
砕
な
た
め
に
、
こ

の
外
典
を
抄
出
し
、
こ
れ
に
そ
の
原
書
を
引
い
て
注
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
書
は
、
多
武
峰
の
増
賀
上
人
に
贈
ら
れ
た
。

弘
決
外
典
紗
の
構
成
は
、

つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
巻
首
に
、
具
平
親
王
の
「
弘
決
外
典
紗
序
」
が
あ
る
。

つ
い
で
、
陪
書
経

籍
志
等
に
よ
る
と
し
て
、
止
観
輔
行
伝
弘
決
が
お
も
に
引
く

「
周
易
十
巻
鄭
玄
王
弼
各
注
」

以
下
五
十
九
部
の
書
目
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は

「
戸
子
」
な
ど
に
「
本
朝
見
在
書
目
録
不
見
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
国
見
在
書
目
録
を
か
な
り
参
考
に
し
て
い
る
。
宝
永
刊
本
は
、

こ
れ
に
外
典
目
と
題
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
こ
れ
に
し
た
が
う
。
さ
ら
に
、

「
年
代
略
記
」

と
し
て
、
天
地
開
閣
の
は
じ
め
か
ら
唐

に
い
た
る
王
朝
と
始
祖
の
名
な
ど
を
あ
げ
、
釈
霊
実
の
年
代
暦
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
文
に
入
り
、

巻
一
に
止
観
輔
行
伝
弘
決
の
序
の
全
文
と
そ
の
巻
一
、
こ
を
、
巻
二
に
巻
三
、

四
を
、
巻
三
に
巻
玉
、
六
を
、
巻
四
に
巻
七

i
十
を
、
そ

れ
ぞ
れ
収
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
止
観
輔
行
伝
弘
決
の
巻
数
は
、
「
第
一

(
第
二
ど
の
よ
う
に
、
篇
数
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

二
九
九



三
O
O

弘
決
外
典
紗
の
引
書
は
、
索
引
を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
外
典
目
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
外
典
目
に
あ
っ
て
注
に
引
用
し
な

い
書
も
、
と
く
に
子
部
の
書
が
多
く
て
二
十
数
部
あ
る
が
、
そ
の
逆
に
外
典
自
に
な
い
引
書
も
、
こ
れ
と
史
部
の
書
が
多
く
、
そ
の
な
か

で
医
書
が
め
だ
っ
。
こ
の
な
か
に
扶
書
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
後
期
の
漢
学
者
に
注
目
さ
れ
、
楊
守
敬
の
日
本
訪

書
志
に
も
、
兼
名
苑
、
韓
知
十
・
郭
知
玄
・
祝
尚
丘
の
字
書
、
周
書
異
記
、
漢
法
本
内
伝
、
顧
憧
之
の
啓
蒙
記
、
通
玄
、
貰
大
隠
の
老
子

疏
、
周
弘
正
の
荘
子
疏
、
劉
悠
の
孝
経
述
義
と
、
書
名
を
あ
げ
て
指
摘
さ
れ
た
(
巻
四
)
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
の
ち
の
注
に
述
べ
る
よ
う
に
、

年
代
略
記
の
よ
っ
た
釈
霊
実
の
年
代
暦
(
略
)
な
ど
、
三
十
余
種
が
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
扶
文
ほ
、
大
半
が
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
断
片
に
す
ぎ
な
い
が
、
ま
た
、
校
合
可
能
の
箇
所
に
つ
い
て
み
る
と
、
原
文
の
節
略
も
あ

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
三
巻
ま
で
鎌
倉
時
代
中
期
と
さ
れ
る
古
紗
本
に
よ
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
巻
は
平
安
時
代
末
期
の

る
ら
し
い
が
、

書
写
と
推
定
の
古
紗
本
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
し
ば
し
ば
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
侠
書
の
な
か
に
は
、
清
代
に
輯
本
の
つ
く
ら
れ
た
も
の
も
少
く
な
い
が
、
む
ろ
ん
弘
決
外

典
紗
が
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
弘
決
外
典
紗
は
、
今
後
も
大
い
に
利
用
さ
る
べ
き
で
、
そ
の
便
宜
の
た
め
に
、
こ
の
索

引
を
掲
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
書
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
簡
単
な
注
を
つ
け
た
。
索
引
で
は
、
書
名
が
引
用
の
標

記
に
し
た
が
っ
て
必
ず
し
も
正
確
で
な
く
、
巻
数
、
撰
者
な
ど
も
明
記
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

弘
決
外
典
紗
の
完
本
は
、
宝
永
六
年
(
一
七
O
九
)
の
多
武
峰
寿
命
教
院
の
光
栄
の
刊
本
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
金
沢
文
庫

に
、
弘
安
七
年
(
一
二
八
四
)
に
称
名
寺
の
円
種
が
校
合
加
点
し
た
鎌
倉
時
代
の
写
本
が
あ
っ
て
、

]
一
本
は
、
対
校
の
う
え
、
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
(
徳
富
蘇
峰
校
・
西
東
書
房
・
昭
和
三
年
)
の
で
、
こ
の
索
引
も
こ
れ
を
底
本
と
す
る
。

こ
れ
は
巻
三
末
以
下
を
欠
く
。

こ
の

ま
た
、
三
条
家
旧
蔵
天
理
図
書
館
現
蔵
の
玉
医
注
文
選
巻
二
十
零
巻
の
紙
背
に
、
平
安
時
代
末
期
と
息
わ
れ
る
筆
で
、
弘
決
外
典
紗
の



巻
一
が
写
さ
れ
い
て
、
こ
れ
が
、
こ
の
書
の
成
立
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
で
あ
る
。

い
ま
み
ら
れ
る
弘
決
外
典
紗
の
諸
本
は
、
こ
れ
で
す

べ
て
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
影
印
本
が
あ
る
(
東
方
文
化
叢
書
九
・
東
方
文
化
学
院
・
昭
和
一
二
年
)
。

五
臣
注
文
選
巻
二
十
零
巻
の
紙
背
本
は
、

一
軸
、
巻
一
の
零
巻
で
、
影
印
本
に
よ
る
と
、
巻
首
の
弘
決
外
典
紗
序
、
外
典
目
、
年
代
略

記
と
、
序
(
止
観
輔
行
伝
弘
決
)
の
全
文
、

そ
れ
に
本
文
の
冒
頭
の
五
宇
と
注
文
約
百
字
を
欠
い
て
い
る
。

書
写
の
時
期
は
、

平
安
中
期

と
さ
れ
る
文
選
よ
り
も
や
や
遅
れ
、
そ
れ
は
、
文
選
の
巻
中
に
二
ケ
所
欠
脱
が
あ
る
の
に
、
そ
の
箇
所
の
裏
に
あ
た
る
弘
決
外
典
紗
の
文

は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
で
も
証
明
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
弘
決
外
典
紗
の
成
立
か
ら
、
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
い
こ
ろ

の
書
写
で
あ
ろ
う
。
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
巻
一
は
、
金
沢
文
庫
蔵
本
に
二
葉
の
欠
脱
が
あ
り
、
宝
永
刊
本
に
注
の
ニ
ケ
所
の
脱
落
が

あ
り
、
ま
た
、
後
二
本
の
文
字
の
異
同
は
む
ろ
ん
あ
る
の
で
、
こ
の
一
軸
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。

な
お
、
索
引
に
は
、
技
術
的
な
理
由

か
ら
、
こ
れ
を
省
い
た
。

金
沢
文
庫
蔵
本
は
、
三
巻
、
三
冊
で
、
巻
三
末
と
巻
四
全
巻
と
を
欠
く
。
巻
一
は
現
在
四
十
葉
で
、

お
そ
ら
く
第
四
十
、

四
十
一
の
ニ

葉
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
巻
二
は
二
十
四
葉
、
巻
三
は
二
十
五
葉
で
以
下
欠
、
葉
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
称
名
寺
開
山
の
審
海

の
手
沢
本
と
い
わ
れ
、
各
冊
首
葉
の
「
金
沢
称
名
寺
」
の
墨
印
の
ほ
か
に
、
巻
二
末
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

予
感

金
沢
長
老
弘
法
之
志
/
弘
安
七
年
六
月
十
五
日
乗
侍
/
読
之
余
暇
交
合
他
本
支
除
脱
/
誤
之
畢
於
点
者
散
ミ
也
明
/
眼
之
人

誰
不
傷
瑳
奈
何
ミ
ミ
/
相
似
仏
子

円
種
記

円
種
に
つ
い
て
は
、
宝
永
刊
本
の
影
印
本
の
巻
末
の
縁
起
に
、
徳
富
蘇
峰
氏
が
、
円
種
述
の
称
名
寺
の
鐘
銘
や
、
称
名
寺
、
鎌
倉
の
極

楽
寺
、
成
管
内
且
の
所
蔵
の
諸
書
か
ら
、
円
種
の
奥
書
類
を
集
め
て
、

そ
の
す
べ
て
を
転
記
し
、

一
部
を
影
印
し
つ
つ
、
円
種
が
、
入
宋
僧

で
あ
り
、
弘
安
七
年
に
は
四
十
歳
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

三

O

一



三
O
ニ

宝
永
刊
本
は
、
四
巻
、
二
冊
、
二
巻
ご
と
に
一
冊
に
合
刻
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
に
、
談
峰
念
諦
掘
増
賀
聖
像
、
談
峰
寿
命
教
院
沙
門
光
栄

の
刻
弘
決
外
典
紗
序
な
ど
、
巻
末
に
、
弘
決
外
典
紗
駿
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
刻
序
に
宝
永
丁
亥
(
四
年
)
、
践
に
己
丑

(
六
年
)
の

年
記
が
あ
り
、
光
栄
が
こ
の
書
を
身
延
山
で
発
見
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
金
沢
文
庫
蔵
本
と
は
か
な
り
の
字
句
の
出
入
が
あ
り
、
影
印

本
の
欄
外
上
層
に
、
対
校
が
附
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
も
、
や
は
り
詳
密
で
あ
る
が
、

弘

決

外

典

紗

引

書

索

引

凡

例

一
、
こ
れ
は
、
弘
決
外
典
紗
引
書
の
索
引
で
あ
る
。

二
、
排
列
は
、
四
庫
全
書
の
方
式
に
よ
っ
た
。
た
だ
、
撰
者
、
注
者
名

だ
け
が
録
さ
れ
て
い
て
、
書
名
を
判
定
で
き
な
い
も
の
は
、
末
尾

に
集
め
て
、
そ
の
人
名
を
字
画
数
の
順
に
並
べ
た
。

三
、
書
名
は
、
原
則
と
し
て
本
文
の
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
。

四
、
底
本
は
、
金
沢
文
庫
蔵
本
と
宝
永
刊
本
と
で
、
両
者
の
葉
数
な
ど

を
並
記
し
て
あ
る
。
金
沢
文
庫
蔵
本
に
は
、
葉
数
が
記
入
さ
れ
て

い
な
い
が
、
そ
の
数
え
か
た
は
、
宝
永
刊
本
に
な
ら
っ
た
。

五
、
表
記
は
、
ま
ず
巻
数
、
篇
数
(
止
観
輔
行
伝
弘
決
巻
数
)
を
掲
げ
、

つ
い
で
金
沢
文
庫
蔵
本
の
葉
数
、
表

(

a

)

裏
(
b
〉
、
行
数
を
、
そ
し

て
同
様
に
宝
永
刊
本
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

六
、
備
考
欄
に
、
引
書
の
標
記
の
首
字
を
掲
げ
て
お
い
た
。
そ
の
ニ
行

に
わ
た
る
も
の
は
、
二
本
の
標
記
が
異
る
場
合
で
、
右
が
金
沢
文

お
な
じ
で
は
な
い
。

庫
蔵
本
、
左
が
宝
永
刊
本
の
も
の
で
あ
る
。

七
、
侠
存
書
、
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
書
に
つ
い
て
、
末
尾
に
簡
単
な

注
記
を
施
し
た
。

周

易

周

易

王

弼

注

周
易
正
義

金
沢
文
庫
蔵
本
宝
永
刊
本

篇

薬

表

裏

行

楽

表

裏

行

一
(
序
)

一一(一一一)

二
(
四
)

一一一(五)

一一一(五)

一
(
一
)

一
(
一
)

一
(
一
)

巻

一a
五

五
b

一

一五

a
五

一六

a
一

一六

a
二

一六

a
一ニ

ニ{〕

a
一ニ

ニ
(}a
一ニ

一a
四

三
b
九

一ニ
b
五

一
回

b
三

三
b
三

一四

b
一

一八

a
八

一
八

a
七

備

考

易

自

易

云
易

日
易

云

周

易

乾

卦

故
王
弼
注
云

周
易
正
義
云

正

義

云
曹



尚
書
孔
安
国
伝(

1
)
 

尚

書

馬

氏

伝

尚
書
正
義

尚
書
大
伝

-
f 旬、

一
、._/

-
，.-.，. 

一一、、-"

一-
，.-.，. 

一一一、、J

一一，ー、、
一一一、._"

四
(
一
口
)

四(一
O
)

四(一
C
)

四
(
一
口
)

四(一
C
)

一
(
序
)

二
(
四
)

ニ
(
五
)

二
(
五
)

一
ニ
(
五
)

三
(
五
)

一
一
一
(
六
)

-
，.-.，. 

一、、J

一
二
(
五
)

四
(
一
口
)

--
〆'旬、

一'-../ 

ニ
o
a
四

ニニ
b
六

五
a
四

五
b
五

一b
七

一回

a
六

八
b
四

八
b
五

八
b
六

八
b
六

一b
七

二
五

b
六

八
b
五

一ニニ

a
一ニ

一
八

a
八

二口
b
五

三
b
四

四

a
五

ニ四

a
一ニ

二四

a
五

二回

a
七

二回
b
二

二一戸
b
七

一b
五

b 
九

七
b
九

八
a 

八
a 

八
a 

一一一

b
一

ご一一一

a
ムハ

七
b
九

二
七

a
五

二
九

a
八

n 

正正正

義義

五云義

" 

周
易
正
義
云

正

義

";I$. 

F f守

尚

書

序

云

孔

安

国

日

孔
安
国
尚
書
注
云

尚

書

注

云

" " " 

尚

書

伝

云

馬

融

日

尚
書
正
義
云

" 

尚
書
犬
伝
云

毛毛毛毛
詩
正
義

韓
詩
外
伝

周周

詩詩

毛
享
伝

詩

鄭
玄
築

礼礼

鄭
玄
注

一〆-、
一、、J

-
，.-.，. 

一、--'
二
(
四
)

二
(
四
)

-
r目、、

一、、-"
四
(
八
)

二
序
)

一〆'司、
一、、J

-
fヘ

一、、J

-
，.-.，. 

一、._/

二
(
四
)

二
(
四
)

一
一
一
(
五
)

四
(
一
口
)

一
(
序
)

二
(
四
)

四
(
八
)

一，-、
一一一、、J

一一〆-、
一一一、、，〆

一〆'町、
一一、、ー〆

一
〆-、

一一、._/

八

a
七

一
七

a
二

ニ〈
b
七

一
九

a
二

a
五

一一

b
八

a
七

一
七

a
二

一
九

b
一
七

a

一九

a
三
b
四

一一

b
三

一六

b
四

七

a
六

二

a
四

ニロ
b
七

一一一

a
一

七
b
九

一五

a
八

一四

a
ニ

一五

b
七

一O
a
九

九
a ニ

a
六

七
b
九

一五

a
九

一七

b
五

一回

a
一ニ

一五

b
八

三
b

一

三

a
七

ニ
a
八

三
b
八

四

a
三

五
b

九
a
三

一九

a
二

一九

a
一ニ

三

O
三

毛

詩

";I$. 

持冒n 

毛

詩

伝

云

脚" 

鄭

玄

ヱミ

" 

鄭鄭郎

玄注玄

注一去一五

" H 官

毛
詩
正
義
云

H 

韓
詩
外
伝
云

周

官

検

周

礼

宮

検

周

礼

官

儀

周

礼

注

云

" 



礼ネL礼礼
記
正
義

記記

鄭
玄
注

記

(
2
)
 

王
粛
注

一，曲、、
一一、、-'

ニ
(
四
)

四
(
八
)

一
(
序
)

ニ
(
四
)

ニ
(
四
)

ニ
(
四
V

ニ
(
四
)

三五

一-f 旬、
一一一、ー〆

二
(
四
)

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
八
)

一一一一-:....旬、、，.......
...L.. -・
ノ、 ニ二、、J 、句J

一一，-.、
一一一、、_，

一-
f句、

一一一、ーJ

一一〆，、、
一一一、--'

一-
fヘ
一一一、句J

一-
fヘ
一一一、--'

一一一

a
二

一七

b
三

一一
b
三

一五

a
七

一七

a
一ニ

ニロ
b
七

一一
b
六

一五

a
一ニ

四
a 

四

a
四

一五

b
二

a
一ニ

ニ{〕

a
一ニ

六
b

六
b

六
b
三

六
b
五

六
b
七

一九

a
四

一四b
四

四
b
四

ニ
a
七

コ一
b
八

一
回

a
占ハ

一七

a
九

一八

a
五

コ一一
b
六

一一

b
四

一二

b
八

四
b
五

八

a
九

九

a
五

ニ
a

一八

a
四

四
b
七

四
b
八

五

a
一

五

a
ニ

五
a
四

『

μ
今
↑礼

記

礼

記
礼

記

鄭
玄
日
礼
記
注
云

鄭

礼

注

云

郷

玄

礼

注

云

注

云
鄭

玄

云

鄭
玄
礼
記
注
云

鄭

玄

王

粛
玉

粛

正

義

礼鄭

n H 記玄

五ヱミ

時H 

耳目云五ヱミ日-
E
 

一宮

H. H n 曹

礼礼
義図'i'
宗する

r-、、，園、、

六四
、、J 、--'

一
(
六
)

一
(
六
)

一(六)

ニ
(
六
)

三
(
六
)

四
(
八
)

四(一
O
)

一一
〆""""一一一、句J

一-f 句、

一一一、、-'

一一〆'画、
一一一、--'

一-，....... 
一一一、_，

一-，....... ，...旬、
一一一一一一、ー'、...，

一-，....... 
一一一、_，

一一，.....、、
一一一、--'

一一r、、
一一一、、-'

一-，....... 
一一一、..."

一一，向、、
一一一、、ー'

一-
fヘ、
一
一一一、“〆

一-
f 旬、
一一一、--'

三
b
七

一九

b
ニ(〕

a
一ニ

ニロ
b
三

一一
b
六

ニニ

a

一

弓
互
五

一一一

a
ニ

一一一

a
一ニ

三

a
七

三
b

一

四
a 

四
a 

四

a
一-
一

四

a
四

四

a
五

四

a
六

四

a
七

四
b 

四
b 

ニ
O
四

一八

a
六

一七

b
五

一八

a
四

一八

b
五

一九

b
七

ニ(〕

a

一

ニ
O
a
四

九

a
三

一六

a一一b
四

一一
b
五

一一b
七

一一
b
凡

三

a

一

三

a

一
正

云

正

義
礼
記
正
義
云

H H 

正正正

義義義

耳目云

H 

孔
頴
逮
礼
記
正
義
云

礼
図
云

礼
義
宗
云

町H H H H 町11 胃H 11 n H 



春
秋
左
氏
伝杜

預
注

春
秋
正
式
5
)

春
秋
元
命
萄

孝
経
述
義

経
典
釈
文

会

両国

雪五
日日

一一〆声、、
一一一、、J

一-
，.-... 

一一一、..;./
-
f 旬、

一一、-"
一，目、、
一一、../

四
(
八
)

一
"‘、一一、、_.，

ニ
(
六
)

二
(
四
)

一
(
六
)

一
(
六
)

一
(
六
)

一
(
六
)

四
(
八
)

一
(
序
)

一一一-，.-.、 r、、
一一一一一一、、_，、、_，

四
(
一
己
)

一
(
序
)

四
b 

四
b
四

四

b
六

ニ五

a
一一

ニ五

a
一ニ

二一言五

三
b
五

一子。六

三

b
六

三

b
七

一一一一7
0
七

一二
b
ニ

七
a ニ

a
ニ

一一一
a
二

三

a
四

一一一一
a
九

ニニ
b
四

一D
a
五

一一一b
五

一一一

a
一

一
八

a
四

三

a
九

一一一
b

一

三
b
ニ

三
b
二

八

b
六

三

a
四

五
a
六

六
b

一一一一
a
三

一b
七

" " 

左

伝

杜

預

杜
預
左
伝
注
云

孔
頴
達
云

春
秋
元
命
萄
日

A A 

孝

経

述

義

云

孝

経

述

義

日

孝
経
述
義
云

w 胃世町

経陸陵

義徳徳
文明明

耳目云

宵町

~/';).. 

画岡

語

日

一
(
序
)

-
fヘ
一一、ーJ

二
(
四
)

四
(
八
)

論

五日
=
二
円
H

四
(
八
)

(7) 

馬
融
注
二
(
三
)

(8) 

論

鄭

玄

注

論
語
何
曇
集
解

語
(
9
)
 

論
語
義
疏

繭

雅

ニ
(
六
)

-
，.-.、
一一、、J

一
(
序
)

一"...、、
一一、、_，

二
(
四
)

一
(
序
)

-
，.-... 

一、、J

一
〆'‘、

一、、ーノ

一
〆'、、

一、ーJ

-
，.-... 

一一、、J

三
(
五
)

一一一(五)

一
(
六
)

五一

一一
b
五

一口

b
五

三
b
六

七

a
五

ニ
(
〕

a
ニ

二
八

a
五

二

a
二

ニニ
b

一

一三

b
七

一一
b
五

八
a 

八

a
二

八
b
三

。b
六

七
b 

三
b
七

一回

a
六

一
八

a
一

一五

a
ニ

一一
b

一八

b
八

一一

b
二

一二
b
九

=一a
八

五
b
-
一

一
八

a
一ニ

二
五

a
八

一b
七

ニ
O
a
八

一一b
ニ

一一
b

七
b 

七
b
三

七
b
四

一
八

b
九

七
a 

三
b
ニ

ニニ

a

一

一六

a
六

三
b
四

三

O
五

柑

" 

τ::-，Q、

両冊

語

3ミ

n 語

論馬

融

白

馬

融

云

馬

融

日

鄭
玄
論
語
注
云

注

云

論

語

注

云

注

云

皇

侃

義

云

皇

侃

義

疏

日

案
皇
侃
義
疏

案

義

疏

案

義

疏

謂

義

疏

云

論
語
義
疏
云

皇

侃

日

論
語
義
疏
云 日

繭繭

雅雅

ヨミ 日



爾爾

雅

(
M
)
 

李
巡
注

雅

郭
漢
注

四
(
七
)

-
"""' 一、-'

-
fヘ

一、-'
一
(
一
)

一一一(五)

一一一(五)

一
ニ
(
五
)

一一一(五)

一一一(五)

三
(
五
)

一一一(五)

四
(
七
V

四

(-e

一，園、、
一、、_"

，..町、

一、-'
ニ(四)、

ニ
(
四
)

二
(
四
)

一(五)

一
(
五
)

四
(

(

O

)

四
(
一
口
)

一七
b

一七
b
六

一八

a
一一

a
六

一一

a
六

一=一

a
四

=一a
五

ご
互
五

一三

a
ムハ

一一一一

a
七

一一一

a
占ハ

一九

a
ニ

三
b

一

三
b
三

ニニ
b
ニF

九
b
三

一宮一

a
七

一a
四

一五

b
六

一六

a
四

Cコ Cコ ァ民主

a a a 
八七'六

一一

b
八

一一

b
九

一一一

a
一

一一一

a
一

一一一

a
ニ

一a
七

一七

a
九

二

a
七

一七

a
七

一七
b
九

一八

a
ニ

一八
b
七

八
b
五

一一一

a
四

二
七

a
四

七

a
八

曹

李

巡

日

.H 胃H 開n H 1/ 1/ 町H 韓

爾

雅

注

云

郭

漢

云

郭

漢

云

郭
漢
爾
雅
注
云

H 

事日

漢

A 

H 

郭
景
純
日

郭

景

純

云

宵

玉 爾

雅

孫
炎
注

繭

雅

注舎
人
一
宮

某
氏
云

爾
雅
音
義

広

雅

釈

名篇宜

-
，.-.、

ー
、-'

-
f 旬、

一、-'
一〆'崎、
一、、""

一
〆戸、

一、、J

-
f、
一
、-'

一
〆'、、

一、-'
一r、、

一、'-"
一
r、、

一、、_"
ニ
(
四
)

一四ニニ

二八五五
一r、、

一ー、句J

四(一
O
)

四(一
O
)

ニ
(
五
)

ニ
〈
五
)

-
f一、
一、旬J

~ 

一一"ー、一一一、ーJ

一一〆-、
一一一、-'

一
(
序
)

一七

a
七

一七

a
七

一七
b

一七
b
ニ

一七
b
ニ

一七

b
三

一七
b
三

一九

b
七

一一一一

a
七

二

a
四

一a
六

三
b
ニ

三一
b
二

三
b
三

一
回

b
一九

b
三

一ニ
b
六J

一宮一

a
一b
七

O
六

一五

b
五

一五

b
六

一五

b
七

一五

b
七

一五

b
八

五

b
九

主

b
九

一八

a
一一

一八
b
五

一Oa
六

一一一

a
ニ

一Z
a

一九

b
一ニ

三

a
七

一一七

a
九

一一七

a
四

三
b

一

一五

a
z一

一七
b
七

一口
b
四

一口
b
六

一b
六

孫

炎

日

曹1/ H H n n 

孫
炎
繭
雅
注
云

孫

悩

云

孫

炎

云

孫

炎

爾

雅

注

云

舎

人

云

某コ包
日広釈尺玉玉釈

日

障開雅 義 氏

'A 'A 'A 

11 
名名

一式
-一品

11 
第篇名

日云云



(
路
)

切

韻
唐

釈
弘
演

韻

孫

切
韻
長
孫
納
言

切切

韻韻

祝
尚
丘

郭
知
玄

一
(
序
)

一
(
序
)

一
(
序
)

ニ
(
五
)

一
/町、

一一、--'
一-
/"'. 

一一一、'-"

』岡

四
(
九
)

一
(
一
)

-
f ヘ

一、、J

-
---、一、、J

一
〆ー、、

一
、--'

-
fヘ

一、--'

二
(
四
)

四
(
八
)

四
(
八
)

一
(
序
)

三
(
五
)

四
(
八
)

一
(
一
)

-
，..剛、

一、、J

一
---、、

一、、./

一
〆戸、

一、、J

二

a一a
五

一a
七

一五

a
二

五
b
四

七
b 
四

九
a 

二

a
五

一
八

a
一ニ

一
八

a
四

ニニ

a
七

一
一
b
六

九
a 

九
a =a一ニ

プ『

b 
一八

a
四

一b
七

一
一
b
九

一一一

a
二

三
b
四

。b
六

四

a
三

一
八

b
二

七

a
四

八

a
九

一o
a
九

一六

a
九

一六

b
一
八

b
五

一三

a
二

一
回

b
九

一
一
b
二

八

a
五

一三

a
ニ

八

a
九

一口

a
七

一五

a
ニ

一六

a
九

玉玉玉玉

篇篇篇篇

一五日一去一五

胃

弘
演
寺
釈
某
云

釈

氏

云

弘
演
寺
釈
氏
云

弘
演
寺
釈
某
云

孫

佃

云
n 

孫
油
・
(
文
選
本
)

孫
悩
云
孫
悩
云

孫

佃

云" 

孫孫孫

'岡炎f両

五云云

骨

長
孫
前
言
云

冒

祝

尚

郭

知

玄

云 3三三

" F 

郭郭

知

玄

云玄

切

(
四
)

啓
蒙
注

史

韻

韓
知
十

記

一(五)

一(五)

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
八
)

一一一(五)

一一
r‘、，--.、
一一一、、ー，/、、./

-
/"'. 

一一、、J

-
r旬、
一一、'-"

一-
/"'. 

一一一、--'
一一r、、
一一一、、./

一一，--.、
一一一、、-'

一-，....、
一一一、、J

二
(
四
)

二
(
四
)

一一一(五)

一
ニ
(
五
)

一
ニ
(
五
)

二

a
七

九
a 一O

a
こ

一六

a
一二

三
b
七

ニ
四

b
四

一号一

a
一ニ

五
b
三

六

a
七
b
二

七
b
四

ニロ

a
四

ニロ

a
七

一
一
b
五

九
a
四

一一
b

二

a
八

八

a
五

一
回

a
八

一
回

b
九

一八

a
一ニ

一一b
三

一八

b
六

九

a
三

一
四

b
四

三
b
四

三
a
七

二
九

b
七

四
a 

四

a
九

五
b
六

五
b
七

一六

b
七

一
七

a
二

一
一
b
三

八

a
七

一O
b

三

O
七

郭

知

玄

云

'曹胃" 町

韓

知

十

云

" 

顧
憧
之
啓
蒙
注
云

史

記

3三三

町" " " 開" H " 開骨n 胃



史
記
集
解

史
記
索
隠

史
記
正
義

一戸一(五
)
p

コ一一(五)町

一
ニ
(
五
)

ニ(五)一

一一一(五)

一一一(六)

一一一(六)

三
(
六
)

(
六
)

四
(
七
)

四
(
九
)

四四
，-.、、，-.、

Cコ cコ、、J 、、J

四
(
一
口
)

一
二
(
五
)

一一(一ニ)

一一(一一一)

ニ
(
四
〉

一
ニ
(
五
)

一
二
〈
五
)

一
(
一
)

一，園、、
一、、../

一一

b
四

一一

b
五

一一

b
六

一一一

a
一

一一一

a
一ニ

八

b
五

一九

a
ニ

一一
b
五

五

a
五

一一

b
六

四
b
五

一一a
ニ
O
a
五

五
b
五

一五
b
五

一九

a
四

一九

a
五

一口
b
四

一G
b
六

一Ob
七

二

a
{

二

a
ニ

一七

a
一ニ

一七

a
八

一九
b
五

一b
七

一』一

a
四

一九
b
一三

ニ一一

a
七

ニニ

b
七

一一宮一

a
一

一一

b
六

三

a
五

八
b
九

一六

b
九

五

a
九

一
回

a
八

一七

a
九

一七
b

8 

貧
)

史
記
音
義

漢

書

，8 1( 

叉
臼
1

〈
本
文
〉

文
・

9

云

史

云

e

記8 世曹

漢
書
顔
師
古
注

11 曹町、、韓・骨"， 
注

云

史
記
索
隠
云

史索ー
記 ー
索隠 8

隠
五百

貧
)

漢
書
音
義

" 

正

義

A 

8 

漢
書
音
義

(
m
m
)
 

如
涼

〈六
V

一
(
序
)

一
(
序
)

一-r、、，曲、
一一- ーム、、..;iIt' ，"、-"

一一"‘、一一一、J

二
(
四
)

ニ
(
六
)

ニ
序
)

-
f、
一、_，一-，-.、 r、

一一一、__，、、J

一，-... 、
一一、、_"

一--、、
一一、、../

ニ(一一一)

三
(
五
)

一一一(五)

二
序
)

三
(
五
)

四
(
七
)

四
(
一
口
)

四
(
九
)

三
b
三

一a
一二

一b
四

一一口
b
四

ニ九
b
七

七

a
三今

問、

a

一-
言
b
六

-
b
四

四
b
四

ニ
O
八

一九
b
三

-
a
ニ

一b
↓

一
八

b
七

二
六

b
九

五

a
八

一一b
六

-
7
a
九・

b 
四

a
五

一九
b
四
一
七
b
七

一一五

a
五
一
一
ニ
b
七

ニ五
b
五
一
一
=
一

a
五

一一七

a
五

2
0
a
三

一一一

a
一

六

a
六

一五

a一b
五

五
a
三

五
b
九

一=一
b
三

一b
三

四
b
七

二

a
五

一一一一

a
三

ニ〔
)
a
f

一
史
記
音
義
云

漢

書

日

H 

案

、

漢

書

漢
書
芸
文
志
云

8 

漢
書
刑
法
志
云

漢
書
刑
法
志
日

漢
書
郊
担
志
云

注

目

師
古
漢
書
注
云

師
古
浅
香
注
臼

膏

顔

師
w
古
田

漢
書
師
古
注
云

注

云

師

古

田

師
・
在
漢
書
注
云

"， 

顔

師

古

云

顔

師

古

田

漢
書
音
義
日

漢
書
音
義
日

電曹

如
涼
漢
書
音
義
云



後
漢
書

一
国
志

曹

貌
志

萄
志

呉
志

書

一，戸、、
一一、、J

二
(
四
)

一一一(五)

三
(
五
)

一一一(五)

一
ニ
(
五
)

一一一(五)

一
ニ
(
五
)

一
二
(
五
)

一一一(五)

ニ
(
六
)

四
(
九
)

一
ニ
(
五
)

一一一(五)

-
fヘ

一、__，

一〆，、、
一一、_.，.

-
f ヘ

一一、、J

一
〆ー、
一一、_.，.

一-fヘ f 、、
一一一一、__，、__，

一(一一)

三
(
五
)

二
八

b
七

二一ニ

a
七

四

a
五

四
b
四

四
b
五

四
b
六

四
b
七

五

a
一

五
a
六

六
b

ニ
五

a
四

六
b
七

七
a 

一六

a
七

一一
b
七

一六

a
七

二
六

b
五

二
七

a
一

ニ七
b

一

二
八

b
三

一一五

b
九

一九

b
ニ

四
a 

四

a
九

四
b 

四
b
三

四
b
三

四
b
五

五

a
六

a
四

一b
六

一六

a
四

ムハ

a
九

六
b

一
回

b
八

一九

b
八

一b
六

二
四

a
一ニ

一回

a
ムハ

一四

b
五

ニ
五

b
四

九

a
四

後

漢

書

一

玄

後

漢

書

日

後

漢

書

云

後後後

漢漢漢

書寄書

耳目云

n n n 曹腔曹時

鏡
文
帝
与
呉
質
香
云

菅音菅菅菅呉萄菅

志

:z:;¥ 

寄書書委書志

日云耳目云五

曹曹冒冒書

:z:;¥ 

陪宋

書書

国春周周高梁
語秋書 祖

後異書実典i7
章語ー記i9 録I8 '-' 
昭注io '-' '-' 
注}

(
幻
)

帝
王
世
紀

(
舘
)

年
代
暦(

却
)

帝
系
譜

開
フじ
J、〆ー、
Ti24 (

お
)

孝
子
伝

四
(
八
)

-，園、、
一、、_，.

一
戸 、

一、__，

-
f ヘ
一一、__，

-
--司、

一、J

一〆ー、、
一、__，

一，....、、
一、、--'

一-
fヘ
一一一、_.，.

一一一(六)

二
(
四
)

一
"‘、一一、、ー'

四
(
一
口
)

一，ー、
一一、、--'

一一一(五)

-
_......._ 

一、、_，.

-
_......._ 

一、、J

二
(
四
)

一
ニ
(
五
)

八
a 

二

a
一ニ

二
八

b
四

六
b

六

a
四

一六

a
七

一一
a
六

一五

a
六

o
a
六

ニ
五

a
一二

七

a
五

一口

b
一一
b
二

一五

a
ニ

一六

b

ニ

一一b
九

七

a
九

一Oa
六

一五

b
六

ームハ
6

五
b
六

一四

b
八

九

a
六

主一

b
九

一
七

a

ニニ
b
五

一a
六

三一

a
一ニ

六
b
六

九
b
五

一口

b
四

一ニ
b
二

一五

a
一ニ

三

O
九

町

宋
書
士
山
一
五

宋

書

士

山

田

陪

書

志

云

陪
書
経
籍
志
一
声

梁

典

高
祖
実
録
云

案

周

書

周
書
異
記
云

本

注
昭

3玉え:z:;¥ 

z企L

王手

A 

帝
王
世
記
云
・
文
選
本

帝

王

世

紀

云

・

記

帝
王
世
記
云

釈
霊
実
年
代
暦
日

帝

系

譜

云

案

開

元

令

n 

孝

子

伝

云

n 



高
士
伝

列
女
伝

坤輿
元地
録釘志議

説会d孔
子

苑家
‘語

(
却
)

臣
軌
注

一四

二号九一
一一一一一一f、f、、，....._ r句、_.__ 
-ーー一-ー-ノ、、_，、_，、_，、】，
， 

ニ
(
四
)

一〆'、、
一、_，

ー
"‘、
一、、国，

一一一(五)

一
ニ
(
五
)

三.(五〕

一(一一)

一(一一)

-，曲、、
一一、....."

}(一一)

一(一一)

一(ニ)

一(一一)

百一二
b
七

一七

b
四

六
b
七

一口

b
六

一一一

a
ニ

==一
a
四

七
b
六

八

a
五

ヨヨ三 φE耳 巨富

a bj"b 

Cコ ブローa b 
三七

一六

a
四

六

a
八

一O
a一a

一二

九

a
八

七七
b ' a 
六-七ー

一一一一

a
四

b a 
五五

百一一

a
七

世一一

a
八

三一

a
八

一二一
b
一』

一三

b
ニ

一三

b
四

三一

b
六

皇
甫
土
安
高
士
伝
云

列
女
，
伝
云

坤輿

元地

録志

'7-'¥ '7-'¥ 

曹町H 

説家‘

日 4

苑語

一宮

H ;H H 

臣

軌

注

云

H 

同

，H 注

三ミ

H H 暫

(
却
)

相
鶴
経

一→-
f 旬、一

一一一、_，

(
剖
)

大
素
経

一
(
六
)

一一一(六)

一一一(六)

一一一(六)

_.-+ー，園、， ，，-、
_.__ -"-
/'" /" 、__，、・J

一(六)

一
(
六
)

一一一(六)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

一一一

a
三

Cコ cコ cコ
b b a 
三ーーー七

官官
六五

一一一
o
b
七

三

a
四

三

a
四

二
回

b
二

二

O

一口

a
二
'

一
八

a
九

f丸 f丸

b， b 
一
八

b
六

一
八

b
八

一
八

b
九

一九

a
五

一九

a
六

ニニ

a
四

-t:t、 4コ p民主 フ句、フ匂 フ同

a a b b 'b 'b 
四一'八‘六四ニ

f、、 f、f、、 f、、 4コ
a a a a a 
九~λ.六四 h 七

相
鶴
経
一
声

大

索

経

大

素

経

云

大

索

℃

注

云

犬

繁

経

云

大

素

経

云

R H H H 町

大

素

大

素

経

云

大

素

一

寓 ヱミ

H 曹開冒昨H 曹担H'， 



犬
素
経
楊
上
善
注

〈
但
)

明
堂
経

楊
上
善

四
(
九
〕

四
(
九
)

ニ
(
六
)

ニ
(
六
)

四
(
九
)

ニ
(
六
)

ニ
(
六
)

一
(
六
)

ニ
(
六
)

一
(
六
)

ニ
(
六
)

一一一(六)

ニ
(
六
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

ニ
(
六
)

ニロ

a
四

ニロ

b

一

二

O
a
七

=
c
b
一ニ

ニロ
b
五

ニ
O
b
七

三

a
四

ニ一一て品四

二
一
言
五

一a
六

二一一万一

一
八

a
九

一
八

b
七

一
八

a
六

、
一
八

b
一

一
七

a
五

一
八

a
九

一
八

b
三

一
八

b
七

一九

a

一九

a
五

一一一

a
一

一一一

a
二

一一一

a
一ニ

一六

b
四

一
七

a

一
七

b
二

一
七

b
五

一
八

a

一
八

a
五

一
八

b
一
八

b
三

二

a
六

" 即

楊
上
善
大
素
注
云

犬

素

注

云

大

素

経

云

注

云

楊

上

善

云

" " " " " 

楊

上

善

日

楊

上

善

日

楊

上

善

云

楊

上

善

日

曹

楊

上

善

云

曹w " 

楊
上
善
日

楊
上
善
云

明
堂
経
云

八 明
十堂
一経
難密注

八
十
一
難
呂
広
注

ニ
(
六
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
V

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
〉

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
八
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
入
)

三一
b
五

b 
プt

b 
一六

b
六

一六

b
七

一六

b
九

一
七

a
四

一
七

a
ムハ

一
七

a
九

一七

b
一二

一
七

b
六

f、寸ゴ

b b 
九八

一
七

b
七

六

a
五

一六

b
五

一
八

b
八

五
b
入

五
b
九

六

a
六

a
六

a
五

明

堂

明
堂
経
云

明

堂

;z:;; ;z:;; 

曹

" 胃曹" 胃

" 
冒開開

注八
十
一
難
云 ヱミ

肺曹

呂
広
八
十
一
難
注
一
五

呂

広

ヨミ

町世

呂

注

ヱミ



F、z、
十 +1
難難
楊時楊
玄玄
操操
注序

(
邸
)

脈
経
要
決

病
源
論

本

草a

四(一
O
)

三
(
五
)

三
(
五
)

三
(
五
)

三
a

円
六
)

四
(
九
〉

四
(
九
〉

四
(
八
)

四
(
八
)

四
(
八
〉

四
(
八
〉

四
(λ

〉

四
〔
八
)

四・(八〉‘

四
(
1

八一〉、

因。

(λv

四
(
九
V

四
(
九
〉

四
(
九
可

四
点
九
w

一
戸
一
〉

」
(
四
〕

一O
a
四

一口

a
五

一Oa
六

ニ
四

b
五

一九

a
一ニ

三
b
七

a
六

九九九
a a a 
λ 七六

一三，

a
λ

一六
b
八

一八
b
六

六
b
三

五
b
七

五
b
九

六

a
ムハ

a
弓一

六

a
四

六

a
六

六
b
五

ご

a
八

一六
b
八

一八

b
四・

4
h
a

一

一一六
b
七

一七

a
七

一九

a
一ニ‘

八
十
一
難
序
云

楊
玄
!
操
云

曹

"'， n. 眠、聾

病脈

源墾
論¥~長
ヱ~:Z:;;

曹，' 冒n n. n. n .. 
" 

曹開n 

検 本

本 草

Zミ草

神
農
本
草
陶
弘
景
注

-一(四〉
(六〉

四
円
九
山
、

四
(
九
〉

四
(
九
)
1

胆九九)ト

四
月
九
)
句

四
(
九
V

四(一
o
v

四
Cov-

四
会
己
}
…

四(一
CMr

四
合
口
》

四

会

D
)

一

四(、一己》

回
全
巴
~

一「(四
V

ニ
A

四'〕

四
れ
九
V

四
(
九
〉

四
九
九
Y

四九一一己

二一一一

a
一

三

a
五

=
z
a
ニ

ニゴ一

a
一ニ

一九

a
五一

一.九

a
七，

豆
b
八

一六

ae五

一一六

aムハ

一対

a
七一

一六

a
九

一六
b
一

ニ
七

b

一一

ニ
七

b
・ェ

一一七

b
四、

ニ
七

b
七

ニ
七

b
八'

一七

b
九一

ニ
八

a

一

一八

a
六

一九

a
六一

一九

a
七

宗

a
六

一六

a九
宗
b

一一

一七

b
五

本

草

A 

n n 冒n 層、E n n 曹韓R 曹、曹曹

陶
景
本
草
注
一
声

陶弘陶陶

景 n， 
景

:z:;; Zミ同日



新
修
本
章
蘇
敬
注

通葛本
氏草

玄白方蔀拾
.._， .._，遺詰(

錦
)

養
性
要
集

苦
J

氏
黄
帝
経
注

周

僻

(
幼
)

孫
氏
瑞
応
図

(
H
U
)
 

笠
行
大
義

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
一
口
)

四(一
C
)

注

ニ
(
四
)

四
(
一
口
)

四
(
九
)

一〆-、
一一、--"

四
(
九
)

四
(
一
口
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

四
(
九
)

三
(
五
)

ニ(一一一)

一
二
(
五
)

一一一(五)

-
，，-... 

一、、J

三
b
七

一口
b
五

一一一

a
一ニ

一
回

b
一
回

b
四

一
回

a

一六

a
五

一六

a
七

一六

a
八

ニ八

a
ニ

八

a
六

一九

a
一ニ

二
七

b
ニ

一五

b
八

三一

a
一ニ

一
八

b
四

ニニ
b
四

一
八

a
四

一
八

a
五

一八

a
六

一七

a
一一

九
b
七

一口

a
二

一ゴ一

a
一ニ

一一一一

a
七

一二

b
六

蘇

敬

注

云

蘇

:A 

" 

蘇

注

ヱミ

骨

本

草

注

云

同

注

云

本
草
拾
遺
云

葛

氏

方

云

玄

通

:A 

骨

養
性
要
集
云

町曹

罰
J

氏
黄
帝
経
注
目

周

牌

:A 

孫
氏
瑞
応
図
云

" " 

五
行
大
義
云

日
氏
春
秋
高
誘
注

准
南
子

准
南
子

高
誘
注

顔
氏
家
訓

白
虎
通

一一(一一一)

一一(一一一)

二(一一一)

一一〆戸「

一一一、、J

一一一(六)

一一一(六)

一一一(六)

一一一(六)

四
(
七
〉

-
fヘ
一一、、J

一
〆......_

一一、、J

一-
，，-... 

一一一、、_，.

一一一(六)

一一一(五)

一一一(五)

一一一(五)

一
(
序
)

-
fヘ

一一、、J

一-
，，-... 

一一一、._/

ニ
(
六
)

四
(
八
)

三
b
四

四

a
六

四
b 

四
b
三

一九
b
五

ニ
四

a
四

ニ
四

a
五

一回

a
ムハ

一三
b
三

一三
b
四

四

a
七

一
八

a
一ニ

一一一

a
一

一一一

a
ニ

七
b 一a

四

ゴ一一一一

a
一ニ

三

a
四

二
回

b
三

一一
b
七

一一
b
九

一一一

a
一ニ

一七
b
八

一一
b
七

一一

b
八

一一一

b
九

二

a
一ニ

ニ九
b
七

二
九

b
八

一一
b
八

一六

b
一一
b
八

一一

b
九

六
b
九

一a
一ニ

三ニ

a
一ニ

一一一一

a
五

九
a
三

一一一
一一一

" " 腔" H 町野胃" 

高
誘
呂
氏
春
秋
注
云

准
南
子
云

准

南

子

云

准

南

子

日

准
南
子
云

高
誘
准
南
子
注
云

准
南
子
注
云

高
誘
准
南
子
注
云

顔
子
家
訓
日

白
虎
通
云

骨世

" 



子

捗~

(
錦
)

修
文
殿
御
覧

世

説
山
海
経

博
物
志

漢
法
本
内
儲
)

ニ
教
論

古
今
仏
道
論
衡

四
(
八
)

四
(
八
)

一一，，-、
一一一、、--"

一
一
一
(
五
)

一-f 、、 f 句、

一一、、J 、、J

一
(
一
一
)

四
(
一
口
)

二
(
四
)

(

二

)

一
(
四
)

四
(
八
)

一
(
一
)

一-_......._ 
一一一'-" 

一
(
一
一
)

一(一一一)

一
(
一
一
)

-
f、
一一、_，.

-
_......._ 

一一、、J

一
ニ
(
五
)

一一

b
六

一

a
五

八
b
四

一五

b
七

二
六

b
三

一七

a
四

二
五

a
一

一
七

a
五

四
a 一O

b
七

百一

o
a
五

ご

a
四

一一九b
五

百一

o
a
五

三一

b
三

一六

a
六

九

a
七

一三

b
九

一a
六

八

a
五

一
四

b
一

一回

a
一

一六

a
六

一
回

a
七

一一ニ

b
ニ

一
四

a
七

。b
ニ

ニ
a
八

云九毛八
b a a b 
六四七七

否

a
八

二
八

b
九

一
回

b
九

" 
町、

子子子

紗抄抄

云云ヱミ

御

覧

ヱミ d

" ‘" • 11 
博 山 世

物海"..::=.)L 

志 経山

ヨミヱミヱミ

n 

漢
法
本
内
伝
云

11 

古ニ

合 p 教

這論
暮云
ヱ=

古

金

額

云

古
今
仏
道
論
衡
云

弁
正
論

高
僧
伝

一一一-f、f、
一一一一一一、_，.、_，.

一-_......._ 
一一一、ーJ

一一，ー、、
一一一、旬-'

一
(
五
)

智
者
大
師

本
伝8

四四

百八

霊冥
応報
伝B記藷

西兼
域名
記苑8

老

子

-
f旬、

一、句J

-
f旬、

一、_，.
一
(
一
)

一

(

一

)

一
(
一
)

一"...、、
一、、J

一〆戸、
一一、-"

一
，ー、、

一、、-"

一一〆園、、 f ‘、

一一、句J 、-"

一

(

一

)

四
(
七
)

一

(

一

)

一
(
三
)

九

a
七

ご

a
二

a
一一b
六

一六

a
五

五五
b b 
七三

六
b
三

六
b
五

八
b
二

八
b
三

Z

一b
一

七

a
五

一Ob
ニ

一一一

a
一ニ

八

a
五

b 官
四六

三
一
四

七
a
九

八
b
八

九

a
ニ

九
b
七

一
回

b
一六

4

一
回

a
一ニ

ニ一二

a
七

五

a
五

五

a
九

六

a
五

八

a
三

八

a
五

二
八

b
六

六
b
六

九
b
六

二

a
四
、

七
b
六

二

a
七

一七

a
一一b

内
一
一
峨
日
(
十
喰
九
銭
〉

弁

正

論

云

町H 

高

僧

伝

云

曹n 

本

伝

A 

' 
M
H
a

・
文
選
本
も
欠

n 曹n 

吏
部
尚
書
唐
臨
冥
報
記

-x

吏
部
尚
書
虎
臨
冥
報
記
云

霊

応

伝

云

案

霊

応

伝

曹

兼
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句
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1
)

尚
書
馬
氏
伝

尚
書
の
馬
融
の
注
は
、
陪
書
経
籍
志
、
旧
唐
書
経
籍
志
に
注
と
、
新
唐
書
芸
文
志
に
伝
と
あ
る
が
、
日
本
国
見

在
書
目
録
に
み
え
な
い
。
清
の
馬
国
翰
輯
の
玉
函
山
房
輯
扶
書
の
尚
書
馬
氏
伝
巻
二
は
、
こ
の
条
と
同
文
を
史
記
巻
二
夏
本
紀
の
義
昭

の
集
解
か
ら
引
い
て
い
る
。

〈

2
)

礼
記
王
粛
注

「
王
粛
目
、
・
:
」
と
あ
る
前
の
一
条
は
礼
記
注
と
確
認
で
き
な
い
が
、
礼
記
巻
九
礼
運
篇
の
経
文
に
、

ほ
ぼ
同
文

が
あ
る
。

A
8
)
 

陪
志
に
「
九
巻
鄭
玄
及
後
漢
侍
中
玩
謡
等
撰
」
と
、
旧
唐
志
と
新
唐
志
に
「
十
二
巻
夏
侯
伏
朗
撰
」
と
あ
る
が
、
見
在
書

三
礼
図

自
に
み
え
な
い
。
清
の
馬
国
翰
(
玉
函
山
房
輯
侠
書
)
王
諜
(
漢
貌
遺
書
紗
)
黄
爽
(
漢
学
堂
叢
書
)
ら
が
侠
文
を
輯
め
て
い
る
が
、
こ
の
条

は
A
B
ま
れ
て
い
な
い
。

〈

4
)

三
礼
義
宗

梁
の
鹿
霊
恩
の
撰
で
、
三
十
巻
(
陪
・
両
唐
志
、
梁
書
巻
四
八
儒
林
崖
霊
恩
伝
は
四
七
巻
)
。

お
な
じ
く
王
謀
、
馬
国
翰
、

三
一
七
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八

、
黄
爽
ら
が
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礼
記
正
義
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通
典
な
ど
の
諸
書
か
ら
侠
文
を
輯
め
て
い
て
、
太
平
御
覧
巻
二
十
四
、

〈

5
)

〈

6
)

〈

7
)

〈

8
)

(
9
)
 

〈
日
)

二
十
六
か
ら
と
っ
た
礼
記
月
礼
の
篇

の
一
部
に
、

わ
ず
か
に
こ
れ
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
三
礼
義
宗
は
、

五
行
大
義
の
巻
一
、
巻
四
に
か
な
り
纏
ま
っ
て
引
か
れ
て
い

る
が
、
こ
の
弘
決
外
典
紗
の
末
六
条
が
、
断
片
な
が
ら
そ
れ
と
一
致
す
る
。

春
秋
元
命
琶

両
唐
志
に
三
十
八
巻
、

こ
の

書
の
侠
文
は
、

「
春
秋
緯
宋
均
注
」
が
、
陪
志
に
三
十
巻
、

緯
書
集
成
巻
四
上
揺
党
篇
(
職
時
諸
諸
)
に
集
成
さ
れ
て
い
る
が
、

所
引
の
一
条
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

見
在
書
目
に
四
十
巻
な
ど
と
あ
る
。

孝
経
述
義

巻
一
と
巻
四
の
室
町
時
代
の
写
本
が
舟
橋
家
に
伝
え
ら
れ
(
京
都
大
学
蔵
)
、

林
秀
一
博
士
が
ほ
ぼ
復
元
さ
れ
た
時
腕
吋
諸
鯨
(
跡
持
続
一
件
一
緒
コ
油
輸
)
。
弘
決
外
典
妙
所
引
の
六
条
は
、
す

惰
の
劉
悠
撰
、

五
巻
。

そ
の
ほ
か

の
三
巻
に
つ
い
て
も
、

ベ
て
巻
四
か
ら
引
か
れ
た
も
の
で
、

玉
刊
章
と
広
要
道
章
と
に
あ
る
。

論
語
馬
融
注

一
一
条
と
も
に
「
馬
融
日
(
云
)
」
と
あ
る
の
で
別
に
掲
げ
た
が
、

い
ず
れ
も
何
委
集
解
に
収
め
ら
れ
る
(
学
而
、
旦

仁
篇
)
。
馬
融
注
本
は
、
す
で
に
陪
志
に
み
え
ず
、
見
在
書
目
に
も
な
い
。

論
語
鄭
玄
注

鄭
玄
注
の
論
語
は
、
陪
志
、
両
唐
志
に
み
え
、

わ
が
国
に
も
将
来
さ
れ
た
(
見
在
書
目
)
が
、
そ
の
ご
失
な
わ
れ

Tこ

こ
の
一
条
は
、
何
長
集
解
に
あ
る

(
衛
霊
公
篇
)
。

論
語
義
疏

梁
皇
侃
撰
、
十
巻
。
衛
霊
公
、
季
氏
擁
也
、
陽
貨
、
微
子
述
而
篇
か
ら
の
六
条
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

懐
徳
堂
本
の
論
語
義
疏
と
較
べ
る
と
、
字
句
に
わ
ず
か
な
差
異
が
み
ら
れ
る
ほ
か
に
、
と
き
に
棚
節
の
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
武

内
博
士
が
、
陽
貨
篇
の
鑓
一
熔
の
と
こ
ろ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
献
納
誠
一
勝
臥
記
(
鳩
山
間
堂
一
品
法
一
)
。

爾
雅
注

李
巡
、
郭
瑛
、
孫
炎
の
注
が
引
か
れ
て
、

そ
れ
に
注
者
不
明
の
一

馬
国
翰
ら
の
輯
本
に
み
ら
れ
な
い
扶
文
も
多
く
、

条
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
舎
人
云
」
、
「
某
氏
云
」
と
い
う
の
が
、
爾
雅
の
本
文
、

あ
る
い
は
郭
瑛
の
注
文
に
続
い
て
い
る
。
見
在
書
目
に



は
、
郭
瑛
(
撰
)
、
孫
炎
(
孫
氏
注
)
、

そ
れ
に
沈
旋
の
集
注
十
巻
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
沈
旋
集
注
は
外
典
目
に
も
注
記
さ
れ
て
い
る
。

別
に
音
義
を
引
く
一
条
が
あ
る
が
、
両
唐
志
に
み
え
る
郭
瑛
(
一
巻
)
、
曹
憲
(
二
巻
)

の
爾
雅
音
義
か
、

見
在
書
目
の
い
う
爾
雅
音
か
、

い
ず
れ
の
書
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

な
お
、
孫
炎
注
の
な
か
の
一
条
に
、
金
沢
文
庫
蔵
本
に
「
孫
佃
云
」
と
あ
り
、

宝
永
刊
本
が
「
孫
炎
云
」
と
す
る
の
が
あ
っ
て
、
釈
獣
の
猶
、

ま
た
は
廃
の
項
に
附
さ
れ
た
、

お
そ
ら
く
は
孫
炎
注
と
思
わ
れ
る
が
、

確
認
で
き
な
い
ま
ま
、
孫
情
の
切
韻
の
と
こ
ろ
に
も
掲
げ
て
お
い
た
。

〈
日
)

玉
篇

陳
の
顧
野
王
の
三
十
巻
(
陳
書
巻
三

O
顧
野
王
伝
、
両
唐
志
)
、

ま
た
は
三
十
一
巻
(
陪
志
、
現
在
書
目
、
外
典
目
)

の
い
わ

ゆ
る
原
本
玉
篇
で
あ
ろ
う
。
こ
の
侠
文
五
条
は
、
す
べ
て
現
存
の
古
抄
本

玉
篇
の
研
究
所
収

は
な
い
が
、
岡
井
慎
吾
博
士
の
玉
篇
侠
文
内
篇
(
東
洋
文
庫
論
叢
一
九
)
に
、

(
巻
八
、
九
、

一八、

一九、

aa--
二
四
、
二
七
)

の
な
か
に

そ
の
本
文
(
止
観
輔
行
弘
決
所
引
)

の
侠
文
と
と
も
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

〈
四
)

切
韻

「
切
韻
」
、
あ
る
い
は
「
唐
韻
」
の
名
を
示
さ
な
い
が
、
釈
弘
演
(
弘
演
寺
釈
、
某
弘
演
寺
釈
氏
、
釈
氏
)
、
孫
佃
(
孫
佃
)
、
長

孫
約
一
一
一
一
口
(
長
孫
前
言
)
、
祝
尚
丘
(
祝
尚
)
、
郭
知
玄
(
郭
知
玄
、
郭
玄
)
、

韓
知
十
(
韓
知
十
)
の
書
を
引
い
て
い
る
。
唐
代
の
切
韻
は
、
ほ
と
ん

ど
散
侠
し
た
が
、
平
安
時
代
の
諸
書
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
い
、
敦
燈
で
唐
紗
本
の
断
簡
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
多
く
の
論
考
を

生
ん
だ
。
弘
演
の
十
巻
、
他
の
各
五
巻
が
見
在
書
目
に
み
え
、
い
ず
れ
も
入
東
宮
切
韻
十
三
家
に
属
す
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
路
)

啓
蒙
注

陪
志
と
見
在
書
目
に
、
「
啓
蒙
記
三
巻
音
散
騎
常
侍
顧
佳
之
撰
」
、
が
あ
る
。

玉
函
山
房
輯
侠
書
に
、
一
北
堂
書
紗
、
初
学

記
、
太
平
御
覧
な
ど
か
ら
わ
ず
か
に
八
条
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
啓
蒙
記
並
注
」
、

の
よ
う
に
あ
っ
て
、
啓
蒙
記
の
書
名
が
正
し
い
。

こ
の
一
条
は
、
右
の
八
条
の
う
ち
の
三
国
貌
志
巻
三
明
帝
紀
の
表
松
之
注
か
ら
と
っ
た
一
条
と
ま
、
っ
た
く
同
文
で
あ
る
が
、
宝
永
刊
本

の
文
に
は
誤
り
が
あ
る
。

三
一
九



三
二

O

A
M
)
 
史
記
音
義

宋
の
徐
広
(
字
は
野
民
)
に
十
二
巻
(
惰
志
V

ま
た
は
十
三
巻
(
両
唐
志
)
が
、
唐
の
劉
伯
荘
に
二
十
巻
(
新
唐
志
〉

が
あ
り
、
梁
の
郷
誕
生
の
史
記
音
三
巻
(
跨
志
、
新
唐
志
}
を
旧
唐
志
は
史
記
音
義
と
し
て
い
る
。

わ
が
国
へ
は
劉
伯
荘
と
都
誕
生
の
著

書
が
も
た
ら
さ
れ
た
(
見
在
書
目
)
が
、
こ
の
侠
文
一
条
が
そ
の
い
ず
れ
の
も
の
か
知
る
よ
し
も
な
い
。

A
(

路
)

漢
書
音
義
、
あ
る
い
は
漢
書
音
は
、
章
昭
、
孟
康
ら
に
よ
っ
て
幾
種
か
編
纂
さ
れ
た
。
見
在
書
目
に
は
、
音
義
で

隔
の
粛
該
の
十
二
巻
、
撰
者
不
明
の
三
巻
、
顔
師
古
の
十
三
巻
、
音
で
陪
の
包
憧
の
十
二
巻
が
み
え
る
が
、
輯
本
は
、
清
の
減
庸
に
粛

漢
書
音
義

該
の
も
の
が
あ
る
(
拝
経
堂
叢
書
な
ど
)
だ
け
で
、
こ
の
三
条
の
拠
っ
た
書
が
推
し
は
か
れ
な
い
。
顔
師
古
の
音
義
は
他
の
書
目
に
み
ら

れ
な
い
も
の
で
、
引
書
不
明
で
顔
師
古
の
項
に
掲
げ
た
鴎
鵠
に
つ
い
て
の
一
条
は
、
あ
る
い
は
こ
の
書
か
ら
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
時
)

如
涼
漢
書
音
義

金
沢
文
庫
蔵
本
が
欠
け
、

宝
永
刊
本
に
、
「
如
涼
漢
書
音
義
云
」

と
あ
る
。

如
淳
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
如
淳

の の
六 伝
匡 は
注 正
に史
百に
数 な
十 く
条 、

あそ
りの
、著

一 書

想主
前零 -;;z:s: 

暑文
義志
ゃに
敦 あ
燈 ら
発 わ
見 れ
の な
塵 い

ギJK 
修見
文在

慶官
曜ま に
なも
ど み
の え
注 な
に U、

も
引 し
か か
れし
て
ぃ如
る淳
。の

こ漢
の書
漢 注
書 は
音 、

義文
も選

そ
れ
と
同
書
で
あ
ろ
う
か
。

〈日
v

梁
典

陪
志
、
両
唐
志
と
も
、
劉
璃
と
何
之
元
の
各
三
十
巻
の
ニ
書
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
見
在
書
目
に
は
後
者
だ
け

が
み
え
る
。
こ
の
一
条
は
、
梁
の
元
帝
に
つ
い
て
記
す
が
、
原
書
の
記
事
を
相
当
に
'
要
約
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
叩
M
V

高
祖
実
録

'
唐
の
高
祖
実
録
で
、
二
十
巻
、
旧
唐
志
に
は
一
房
玄
齢
の
撲
と
、
新
唐
史
に
は
敬
搭
の
撰
、

そ
し
て
「
房
玄
齢
監
修
、

曲
げ
て
改
側
し
た
事
情
に
つ
い
て
'
は
、
そ
の
伝
に
詳
し
い
(
旧
唐
書
巻
八
一
了
新
膚
書
巻
二
二
三
上
)
。

お
の
れ
の
愛
憎
に
よ
っ
て
事
を
z

一
房
玄
齢
陪
太
宗
の
貞
観
中
に
死
ん

許
敬
宗
制
改
」
と
あ
る
。
許
敬
宗
が
、
こ
れ
と
、
ー
お
な
じ
く
房
玄
齢
、
監
修
、
敬
播
撰
の
太
宗
実
録
と
を
、



0
・
園
事
為
、

主
l

勺
刃

許
敬
宗
は
、

つ
守
つ
い
て
高
宗
実
録
三
十
巻
の
編
纂
に
も
そ
の
主
張
を
通
し
た
。

見
在
書
目
に
み
え
る
「
唐
実
録
九
十
巻
司
空
梁

国
公
房
玄
齢
等
撰
」
と
「
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
中
書
令
許
敬
宗
撰
」
と
は
、
両
唐
志
に
も
二
人
の
伝
に
も
み
え
ず
、
こ
れ
ら
諸
実
録
の
集
成
で
、
こ

し
か
し
、
こ
れ
も
高
祖
に
つ
い
て
の
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

の
一
条
も
そ
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
条
の

忠
実
な
引
用
で
は
あ
る
ま
い
。

〈

m
w
)

周
書
異
記

巻
数
、
撰
者
、
成
立
な
ど
い
っ
さ
い
不
明
。
周
の
昭
王
二
十
四
年
に
、
兆
候
が
あ
っ
て
仏
陀
の
誕
生
を
告
げ
、
穆

王
五
十
一
年
に
、

お
な
じ
く
浬
擦
を
知
ら
せ
た
と
い
う
記
事
で
、
後
漢
の
明
帝
や
摩
騰
法
師
の
名
も
み
え
る
。

〈
初
)

春
秋
後
語
注

春
秋
後
語
は
十
巻
、
音
の
孔
街
の
撰
、
唐
の
藍
蔵
用
の
注
。
見
在
書
目
は
と
も
に
十
巻
の
孔
街
記
負
本
と
麗
蔵

用
注
本
と
を
別
に
掲
げ
、
弘
決
外
典
紗
の
金
沢
文
庫
蔵
本
の
書
目
に
は
、
「
孔
街
記
箔
陽
慮
蔵
用
注
十
巻
」
と
あ
る
「
孔
街
記
」
の
右
に
、

「
十
巻
イ
本
シ
カ
」

と
の
書
入
れ
が
あ
る
。

わ
が
国
へ
き
た
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
単
行
本
で
あ
ろ
う
。

宋
代
以
后
散
扶
し
、

王
謀
、
黄
爽

(
漢
学
堂
叢
書
)
の
、
あ
る
い
は
説
訴
に
輯
本
が
あ
る
ほ
か
、
敦
患
で
巻
玉

i
八
の
四
巻
が
発
見
さ
れ
て
い
る
(
鳴
沙
石
室
遺
書
)
。
こ
こ

で
は
、
扇
鵠
に
つ
い
て
、
本
文
に
「
越
医
也
」
と
あ
る
の
に
、

わ
ず
か
な
注
を
加
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

〈
幻
)

帝
王
世
紀

音
の
皇
甫
諮
撰
、
十
巻
(
見
在
書
目
は
ご

δ
巻
)
。
陪
志
、
見
在
書
目
と
も
、

「
起
三
国
尽
漢
貌
」
と
、

そ
の
内
容
を

説
明
す
る
。
王
諜
(
漢
唐
地
理
書
紗
)
、
顧
観
光
(
指
海
、
叢
書
集
成
)
、
宋
朔
鳳
(
訓
纂
堂
叢
書
)
ら
の
輯
本
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
く
二
条

は
、
炎
帝
と
莞
、
舜
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
史
記
正
義
、
北
堂
書
紗
、
芸
文
類
果
、
初
学
記
、
太
平
御
覧
な
ど
か
ら
輯
め
ら
れ
た
も
の

と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

〈
沼
〉

年
代
暦
(
略
)

「
帝
王
年
代
略
十
巻
釈
霊
実
撰
」

と
見
在
書
目
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

両
唐
志
な
ど
に
は
み
え
な
い
。

弘
決
外

典
妙
巻
頭
の
年
代
略
記
が
、
「
右
弘
決
所
引
国
号
、

為
明
真
偽
前
後
、

依
霊
実
年
代
暦
略
、

記
之
」
と
し
て
長
く
引
用
し
て
い
る
の
は
、

一一一一一一



一一一一一一一

こ
と
に
貴
重
で
、
当
時
、
こ
の
書
が
手
頃
な
年
代
記
と
し
て
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

両
唐
志
に
張
惜
等
撲
の
二
巻
本
が
み
え
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
所
引
文
一
条
は
あ
ま
り
に
短
く
、

帝
系
譜

そ
の
内
容
を

〈
お
)推

測
す
べ
く
も
な
い
。

〈
鈍
)

開
元
令

見
在
書
目
に
よ
る
と
、
陪
の
大
業
令
、
唐
永
徽
令
、

そ
し
て
唐
開
元
令
三
十
巻
が
将
来
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も

そ
の
開
元
令
は
、
三
年
、
七
年
、
二
十
五
年
の
三
た
び
制
定
さ
れ
、

開
元
七
年
令
は
、
三
十
巻
二
十
七
篇
、
千
五
百
四
十
六
条
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
思
詔
翻
(
限
初
旬
騨
品
川
諜
)
。
所
掲
の
ニ
条
は
、

参
照
さ
れ
た
よ
う
に
、
関
元
令
が
よ
く
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
官
品
令
第
一
、
賦
役
令
第
二
十
三
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
お
)
孝
子
伝
止
観
輔
行
伝
弘
決
か
ら
引
か
れ
た
本
文
は
、
「
孝
伝
」
と
「
蒲
完
済
孝
子
伝
」
と
二
つ
の
孝
子
伝
を
引
い
て
、
三
州
人

と
玉
郡
人
の
話
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
粛
完
済
、
陪
志
に
、
菅
輔
国
将
軍
粛
広
済
、
と
あ
り
、
正
史
に
伝
は
な
い
。
粛
広
済
の
孝
子

宮
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
箇
所
が
太
平
御
覧
の
巻
六
十
一
と
巻
三
百
九
十
六
と
に
あ
っ
て
謀
議
繍
(
軒
議
号
、
語
句
に
か
な
り
の
相

違
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
弘
決
外
典
紗
の
引
書
は
、
た
だ
「
孝
子
伝
」
と
あ
っ
て
、
三
州
人
と
丁
蘭
の
話
と
で
あ
る

が
、
粛
広
済
の
孝
子
伝
、
あ
る
い
は
撰
者
不
明
の
京
都
大
学
蔵
天
正
八
年
清
原
枝
賢
紗
本
と
は
、
ま
っ
た
く
文
体
が
違
う
。
な
お
、
陪

志
、
両
唐
志
に
、
孝
子
伝
は
、
粛
広
済
の
ほ
か
に
鄭
絹
之
、
師
覚
授
、
宋
錦
、
王
詔
之
、
藍
盤
位
、
徐
広
な
ど
と
多
い
が
、
見
在
書
目

に
は
、
宋
の
鄭
絹
之
の
十
巻
本
が
、
「
孝
子
伝
讃
」
と
し
て
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。

〈
部
)

輿
地
志
三
十
巻
、
陳
の
顧
野
王
の
撰
(
陪
志
、
両
唐
志
、
見
在
書
目
)
、
宋
代
に
は
す
で
に
亡
ん
だ
ら
し
い
。
こ
の
鄭
弘

風
の
一
条
は
、
王
諜
の
輯
本
牒
書
棚
(
諜
山
内
一
躍
)
に
み
え
な
い
。

見
在
書
目
に
貌
王
泰
撰
の
百
巻
が
あ
り
、
正
史
で
は
宋
史
芸
文
志
に
は
じ
め
て
著
録
さ
れ
る
。
引
用
の
四
条
の
う
ち

坤
元
録

輿
地
志

〈
釘
)



三
条
ま
で
は
、
仏
寺
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

そ
の
注
者
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
引
用
の
八
条
は
す
べ
て
上
巻
の
公
正
章
に
あ
り
、

成
策
堂
文
庫
蔵
の
寛
文
八
年
刊
の
狩
谷
披
斎
の
手
校
本
(
堵
球
時
刊
)
に
は
、
本
条
が
校
勘
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

陪
志
は
、
梁
に
あ
っ
た
こ
巻
が
亡
ん
だ
と
し
、
見
在
書
目
に
も
み
え
な
い
が
、
両
唐
志
に
は
、
浮
丘
公
撰
の
一
巻
が

〈
お
)

〈

m
m
)

臣
軌
注

相
鶴
経

則
天
武
后
の
臣
軌
二
巻
の
注
で
、

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
条
は
、
「
鶴
千
六
百
歳
、
形
定
」
と
い
う
短
い
も
の
で
、
説
部
に
収
録
の
王
安
石
が
嵩
山
の
石
室
で
え
た
と
い

う
侠
文
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。

黄
帝
内
経
太
素
三
十
巻
、
唐
楊
上
善
注
。
仁
和
寺
に
五
巻
一
を
欠
く
仁
安
元

i
三
年
(
一
一
六
六
2
八
)

内
経
の
真
本
国
宝
黄
帝
内
経
太
¥
漢
方
の
臨
床
・
三
ー
九
、
ノ

石
原
明
氏
の
論
考
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
素
に
関
す
る
書
誌
学
的
考
察

f

一
0
・
昭
和
三
一
年
O

「
楊
上
善
云
」
と
あ
る
も
の
の
う
ち
に

は
、
太
素
経
の
注
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
も
あ
る
が
、
す
べ
て
が
確
認
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

〈
初
)

、
〈
但
)

大
素
経

に
掲
げ
た
。

明
堂
経

の
写
本
が
あ
り
、

「
注
」
と
あ
る
も
の
と
別

ま
た
こ
の
な
か
に
、
明
堂
経
の
注
も
含
ま
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、

わ
た
ぐ
し
に
は
そ
の
判
別
が
つ
か
な
い
。

黄
帝
内
経
明
堂
十
三
巻
、

お
な
じ
く
楊
上
善
注
。
永
仁
四
年
(
一
二
九
六
)
、

永
徳
三
年
(
三
天
二
)
書
写
の
巻
一
だ

け
が
、
仁
和
寺
に
残
っ
て
い
る
。

，曲、
32 

八
十
一
難

黄
帝
八
十
一
難
経
。
陪
志
、
新
唐
志
は
二
巻
、
旧
唐
志
は
一
巻
、
見
在
書
目
は
九
巻
と
し
、
秦
越
人
の
撰
と
伝
え

ら
れ
、
呉
の
呂
広
や
唐
の
楊
玄
操
ら
が
注
し
て
い
る
。
現
行
の
江
戸
時
代
の
刊
本
は
、

所
引
の
本
文
、
呂
広
の
注
、
楊
玄
操
の
序
注
を
ほ
ぼ
含
ん
で
い
る
。

〈
お
)

脈
経
要
決

五
巻
で
、
宋
の
王
唯
一
の
再
編
に
か
か
る
が
、

各
志
に
こ
の
書
名
は
な
い
。

王
叔
和
の
脈
経
十
巻
(
陪
志
、
新
唐
志
)
、

黄
帝
脈
経
決
十
ニ
巻
(
見
在
書
目
)
の
ほ
か

に
、
徐
氏
新
撰
の
脈
経
決
二
巻
(
惰
志
。
両
唐
志
は
、
脈
経
訣
三
巻
徐
氏
撰
)
が
あ
る
が
、
別
書
で
あ
ろ
う
。

一一一一一一一一



〈
鈍
)

〈

お

)

〈
鉛
V

〈
釘
)

(お
V

〈
鈎
)

〈
紛
〉

三
ニ
四

本
草

外
典
自
に
「
神
農
本
草
経
三
巻
」
、

「
新
修
本
草
二
十
巻
孔
志
約
撰
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
二
十
条
ほ
ど
は
、

両
書
か

ら
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
判
別
が
で
き
な
い
の
で
、

二
伯
し
て

い
ま
、
孫
星
術
ら
の
神
農
本
草
経
の
輯
本
に
よ
っ
て
も
、

掲
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
梁
の
陶
弘
景
の
注
は
神
農
本
草
経
へ
の
も
の
で
、
こ
れ
を
加
え
て
本
草
集
注
七
巻
と
な
り
(
両
唐
志
・
見
在

書
目
)
と
な
り
、
開
元
六
年
写
の
そ
の
序
録
一
巻
が
、
敦
患
で
見
つ
か
っ
て
い
る
(
吉
石
倉
叢
書
初
集
所
収
〕
。
新
修
本
草
二
十
巻
.
目
録

一
巻
、
薬
図
二
十
巻
、
図
経
七
巻
(
新
唐
志
v

は
、
顕
慶
四
年
(
六
五
九
)
、
勅
撰
さ
れ
た
の
も
の
で
、
蘇
敬
は
そ
の
編
纂
の
中
心
で
あ
る
。

仁
和
寺
に
鎌
倉
時
代
の
抄
本
な
ど
十
巻
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
草
拾
遺
新
唐
志
に
「
陳
蔵
器
本
草
拾
遺
十
巻
開
元
中
人
」
が
あ
る
。
李
時
珍
の
本
草
綱
目
は
、
巻
)
序
例
の
歴
代
諸
家
本
草

に
、
宋
の
質
高
錫
の
言
(
嘉
祐
補
註
本
草
)
を
引
い
て
、
陶
弘
景
、
蘇
敬
の
書
の
遺
逸
を
補
っ
た
も
の
で
、
序
例
一
巻
、
拾
遺
六
巻
、

解
紛
三
巻
か
ら
な
り
、
総
じ
て
本
草
拾
遺
十
巻
と
い
う
、
と
説
明
し
、
本
文
に
も
し
き
り
に
引
用
し
て
い
る
が
、
石
膏
の
項
に
こ
の
文

斗
J
酔

rh
、。

'
『
ず
'
L
V葛

氏
方

見
在
書
目
に
、

「
葛
氏
肘
後
方
十
」
、
「
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
三
陶
弘
景
撰
」
、
「
葛
氏
百
方
九
」
の
ほ
か
に
、

「
葛
氏
方
九
」
巻

が
あ
る
。
こ
の
糞
汁
の
一
条
は
、
通
行
の
八
巻
本
の
肘
後
備
急
方
(
道
蔵
な
ど
所
収
)
に
も
み
え
な
い
。

通
玄

見
在
書
目
に
は
、
「
通
玄
十
」
と
「
通
玄
方
十
」
と
が
あ
り
、
宋
志
に
「
支
観
通
玄
方
十
巻
」
が
あ
る
。

養
性
要
集

陪
志
、
両
唐
志
に
張
湛
撰
の
十
巻
が
あ
り
、
見
在
書
目
に
み
え
な
い
。

腎
に
つ
い
て
の
一
条
で
、
医
書
で
は
あ
ろ
う
が
)
黄
帝
経
に
つ
い
て
も
芦
氏
に
つ
い
て
も
、

か
ら
な
い
。
こ
の
四
書
は
、
医
籍
考
に
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

晋
J

氏
黄
帝
経
注

い
っ
さ
い
が
わ

孫
氏
瑞
応
図

陪
志
に
、
注
記
し
て
「
梁
有
孫
柔
之
瑞
応
図
記
、
孫
氏
瑞
応
図
讃
各
三
巻
、
亡
」
と
あ
り
、
旧
唐
志
は
「
瑞
応
図
記
ニ



巻
孫
柔
之
撰
」
、
新
唐
志
は
「
孫
柔
之
瑞
応
記
三
巻
」
と
す
る
。
見
在
書
目
に
は
、
「
瑞
応
図
十
」
と
あ
る
だ
け
で
、

撰
者
の
名
を
一
書
か

な
い
。
輯
本
は
、
馬
国
翰
(
玉
函
山
房
輯
侠
書
)
、
葉
徳
輝
(
観
古
堂
所
著
書
)
ら
の
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
三
条
は
、
す
べ
て
類
書
か
ら

収
録
さ
れ
て
い
る
(
亀
・
芸
文
類
緊
巻
九
九
、
白
鹿
・
初
学
記
ニ
九
な
ど
、
驚
鳥
・
芸
文
類
緊
巻
九
九
な
ど
)
。

千
歳
、
在
裏
著
之
下
」
が
、
芸
文
類
繋
で
は
、
「
亀
:
:
:
三
千
歳
、
尚
在
著
叢
之
下
」
と
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
亀
の
類
の

「
亀
三

〈
M
U
)

玉
行
大
義

五
巻
、
陪
粛
吉
撰
。
穂
久
週
文
庫
蔵
(
久
週
家
旧
蔵
)

の
元
弘
相
伝
本
の
系
統
に
、

一
色
時
棟
の
元
禄
刊
本
、
林

蔵
の
事
写
本
、

述
斎
の
扶
存
叢
書
本
な
ど
の
諸
版
本
が
あ
り
、
こ
れ
と
系
統
を
異
に
し
て
、
高
野
山
三
宝
院
(
霊
宝
館
現
蔵
)
の
鎌
倉
写
本
(
巻
玉
の

み
・
宝
治
二
年
朱
点
)
と
天
理
図
書
館
蔵
の
天
文
九
、
十
年
卜
部
兼
右
写
本
(
藍
本
正
嘉
二
年
紗
本
)
が
あ
る
詑
訓
唯
一
叫
に
百
行
(
、
万

七

・

昭

日

ノ

|

一
一
一
一
年
末
U
。
弘
決
外
典
紗
所
号
の
う
ち
に
、
巻
一
の
第
二
論
支
干
名
と
巻
五
の
第
二
十
一
論
玉
帝
の
と
こ
ろ
の
比
較
的
長
い
引
用
が
あ

る
の
で
、
試
み
に
つ
ぎ
に
掲
げ
て
、
両
系
統
本
と
較
べ
て
み
る
が
、
節
略
の
箇
所
が
め
だ
っ
。
対
校
本
は
、
元
弘
相
伝
本
系
の
神
宮
文
庫

日
¥
高
木
利
太
J

そ
れ
に
高
野
山
本
の
荒

E
本
戸
昭
和
七
年
〕
で
あ
る
。

巻
五
の
残
巻
な
の
で
、
巻
一
の
前
条
は
対
校
し
て
い
な
い
。

宝
治
二
年
朱
点
に
際
し
て
、
文
字
を
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
。
(
朱
)
と
し
て
添
司
記
す
る
。

神
宮
文
庫
本
(
神
)

高
野
山
本
(
高
)

巻
一
・
第
二
論
支
干
名

支
干
、
因
五
府
而
立
。
作
甲
乙
以
名
目
、
謂
之
干
、
作
子
丑
以
均
月

γ
謂
之
成
。
汗
字
有
三
種
不
問
、
一
作
幹
ド
二
作
詳
、
三
作
干
字
。
葬
宇

者
、
支
幹
、
相
配
成
用
、

6
如
樹
木
之
晴
枝
条
茎
替
、
共
為
樹
体
、
故
云
支
答
。
8
幹
品
開
済
幹
為
義
、
成
者
支
任
為
義
、
此
日
辰
、
任
済
、
万
事
、
故
云

支
幹
。
又
作
干
宇
者
、
ぬ
与
鮮
義
、
同
如
物
在
竿
上
、
能
竪
立
顕
然
、
故
云
日
。
也
従
易
、
故
多
一
四
千
也
。

(神
)

1

・
「
干
」
の
下
「
者
」
宇
あ
り
。
2
・
「
立
」
の
下
「
之
」
字
あ
り
。

3

・一一一一一宇略。

4
・
6
「
干
」
宇
と
も
に
「
幹
」
に
作

る。

5
・
四
ニ
宇
略
。

7
・
「
宇
」
の
下
「
乃
L

宇
あ
り
。
8
・
「
鮮
」
の
上
「
今
解
」
の
ニ
宇
あ
り
。
9
・
「
支
幹
」
を
「
此
支
静
」

三
二
五



一一一六

に
作
る
。
日
・
「
相
」
の
上
「
既
」
宇
あ
り
。
日
・
「
故
」
を
「
所
以
」
に
作
る
。
四
・
「
支
」
字
な
し
。

m
・
「
幹
」
の
上
「
又

作
」
の
二
字
あ
り
。

U
・
「
済
幹
」
を
「
幹
済
」
に
作
る
。
時
・
「
此
」
の
上
「
以
」
字
あ
り
。
時
・
「
此
」
を
「
是
」
に
作
り
、
そ
の
上

に
「
亦
」
字
あ
り
。
日
・
「
同
」
字
な
し
。
路
・
「
干
」
を
「
竿
」
に
作
り
、
そ
の
下
に
「
也
」
字
あ
り
。
四
・
「
世
」
の
下
「
書
」
宇
あ

り
。
初
・
「
云
」
宇
な
し
。

巻
五
・
第
二
十
一
論
五
帝

遂
古
己
来
、
所
論
五
帝
、
凡
有
三
種
。
河
図
云
、
東
方
青
帝
、
霊
威
仰
、
木
帝
也
。
南
方
・
拠
帝
、
赤
爆
駒
山
、
火
帝
也
。
中
央
黄
帝
、
含
枢
船
、
土
帝

・
出
。
西
方
自
帝
、
白
昭
備
、
金
帝
也
。
北
方
黒
帝
、
叶
光
紀
、
水
帝
也
。

6

此
五
帝
、
並
天
上
神
、
下
治
於
世
。

T
其
精
為
五
帝
産
五
星
。
礼
記

為
春
之
月
、
審
査
、
夏
炎
帝
、
中
央
署
、
秋
少
陣
、
冬
嗣
司

u又
諸
史
、
以
少
長
・
襲
・
高
辛
・
唐
虞
、
謂
之
五
帝
。
此
蓋
自
舜
以

前
、
五
行
相
承
為
帝
也
。

1
・
(
高
)
「
炎
」
に
作
り
、
(
朱
)
「
赤
」
に
訂
す
。

2
・
(
高
)
「
努
」
に
作
り
、
(
朱
)
「
怒
」
に
訂
す
。

3
・
(
高
)
「
紐
」
を
「
細
」
に

作
る
。

4
・
「
土
帝
也
」
も
と
金
沢
文
庫
本
に
な
く
、
円
種
が
書
入
れ
て
補
う
。

5
・
「
白
昭
矩
」
(
神
)
「
白
招
拒
」
に
、
(
高
)
「
白

招
縫
矩
」
に
作
り
、
(
朱
)
「
拒
」
に
訂
す
。

6
・
二
四
字
略
。

7
・
ご
一
宇
略
。

8
・
ハ
高
〉
「
其
精
為
玉
帝
之
座
。
玉
星
:
・
」
に
作

り
、
「
玉
星
」
の
下
二
四
字
略
。

9
・
(
神
)
(
高
)
コ
ぎ
を
「
日
」
に
作
る
。

m
・
(
神
)
(
高
)
「
夏
炎
帝
・
:
冬
顕
現
」
を
「
夏
之
月
、

其
帝
炎
帝
、
中
央
士
、
其
帝
黄
帝
、
秋
之
月
、
其
帝
少
緯
、
冬
之
月
、
其
帝
嗣
頑
」
に
作
る
。
日
・
一

O
七
字
略
。

〈必
V

子
抄

，
金
沢
文
庫
蔵
本
に
は
こ
条
と
も
「
子
抄
云
」
と
、
宝
永
刊
本
は
前
条
が
欠
け
て
、

一
条
だ
け
「
子
紗
云
」
と
あ
る
。
惰

志
(
子
抄
〉
両
唐
志
(
子
紗
)
は
、
庚
仲
容
と
沈
約
の
同
名
の
二
書
を
掲
げ
て
い
る
が
、
見
在
書
目
に
は
、
庚
仲
容
の
三
十
巻
の
も
の

だ
け
が
み
え
る
。

〈
川
崎
)

修
文
殿
御
覧

四
条
と
も
「
御
覧
云
」
と
あ
る
が
巻
頭
の
書
自
に

「
修
文
殿
御
覧
三
百
六
十
巻
祖
孝
徴
等
撰
」
と
あ
り
、
別
に

巻
ニ
に
「
御
覧
三
百
六
十
巻
、
有
乾
坤
万
物
部
、
北
斉
尚
書
左
僕
射
祖
孝
徴
等
所
撰
也
」
と
い
う
注
が
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
四
条
が
か

な
ら
ず
し
も
大
平
御
覧
の
も
の
と
一
致
し
な
い
の
で
、
修
文
殿
御
覧
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。
ま
た
、
弘
決
外
典
紗
の
成
立
は
、
太



〈
M
H
)

(
必
)

(
必
)

(
釘
)

(
必
)

戸
物
) 平

御
覧
成
立
後
十
年
で
、
宋
が
そ
の
書
の
輸
出
を
厳
禁
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
小
島
小
五
郎
ヘ
公
家
文
化
の
研
究
イ
修
文
殿
御
覧
の
侠

御
覧
考
/
附
・
昭
和
一
七
年
¥

ほ
か
に
明
文
抄
な
ど
に
数
条
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
。
へ
リ
オ
発
見
の
敦
煙
本
は
、
な
お
修
文
殿
御
覧
と
断
定
し
が
た
い
が
、

文
は
、

烏
部
の
鶴
、
鴻
、
黄
鵠
、
婚
の
項
を
記
載
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
続
き
が
も
う
す
こ
し
あ
れ
ば
、
弘
決
外
典
妙
に
あ
る
鶏
鵜
の
条
と
の

一
致
が
み
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

玉
巻
、
撰
者
不
明
、
各
志
に
著
録
さ
れ
な
い
。
梁
の
天
監
中
以
後
の
作
と
い
わ
れ
、
広
弘
明
集
、
集
古
今
仏
道

論
衡
、
法
苑
珠
林
な
ど
に
引
か
れ
て
い
る
。
二
教
諭
(
一
巻
、
北
周
道
安
撰
)
、
古
今
仏
道
論
衡
(
八
巻
、
唐
法
琳
撰
。
見
在
書
目
は
一
二
巻
)
、

漢
法
本
内
伝

弁
正
論
と
と
も
に
、
道
教
の
論
難
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
弁
正
論
の
一
篇
に
、
道
宜
の
十
轍
九
簸
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
智
者
大
師
)
本
伝

す
べ
て
「
本
伝
云
」
と
あ
る
。
潅
頂
の

「
陪
天
台
智
者
大
師
別
伝
」

よ
り
も
「
続
高
僧
伝
」
巻
十
七
の

伝
に
近
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
異
同
が
あ
っ
て
、
別
書
か
と
思
わ
れ
る
。

宝
永
刊
本
に
は
「
吏
部
尚
書
虎
臨
冥
報
記
云
」
と
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
蔵
本
、
文
選
紙
背
本
に
は
、
正
し
く
「
吏
部

冥
報
記

尚
書
唐
臨
冥
報
記
云
」
と
あ
る
。

霊
応
伝

各
志
と
も
こ
の
書
を
収
録
せ
ず
、
見
在
書
目
に
も
み
え
な
い
。
所
引
の
三
条
は
仏
教
に
関
す
る
記
事
で
、
竜
威
秘
書

や
唐
代
叢
書
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
唐
閥
名
者
撰
の
霊
応
伝
と
の
関
係
も
、
考
え
に
く
い
。

兼
名
苑

唐
の
釈
遠
年
撰
。
旧
唐
志
は
子
部
名
家
類
に
十
巻
と
、
新
唐
志
は
お
な
じ
く
二
十
巻
と
、
そ
し
て
見
在
書
目
は
、
十

五
巻
、
今
案
三
十
巻
、
と
す
る
。

老
子
述
義

十
巻
、
買
大
隠
撰
(
両
唐
志
、
見
在
書
目
)
、
従
来
、

フ

'-B申
込
、

て
中
j

、刀

老
子
述
義
の
扶
文
は
こ
の
九
条
(
六
条
)
し
か
知
ら
れ
な
か

最
近
さ
ら
に
金
沢
文
庫
蔵
の
周
易
注
疏
其
他
雑
抄
な
ど
か
ら
新
た
な
供
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
錦
…
鵬
一
R
F
L
恥
群
給
料
一
特
捜
何

三
二
七



一三一八

子
述
義
¥
岡
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
/
。

の
扶
文
/
論
文
集
・
昭
和
三
八
年
¥

A
印
〉

老
子
義
例

(
担
)
荘
子
講
疏

引
用
は
わ
ず
か
に
一
条

(
五
八
字
)
。

撰
者
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
。

各
志
、

見
在
書
目
に
こ
の
書
名
を
み
ず
、
巻
数
、

八
巻
、
陳
の
周
弘
正
撰
(
惰
志
、
見
在
書
目
)
。

周
弘
正
は
、
周
易
、
論
語
、
老
子
、
孝
経
の
(
講
)
疏
も
著
わ
し
た
こ

と
が
、
そ
の
伝
に
み
え
る

(

閉

山

)

延
子
疏

(
陳
書
巻
二
四
)
。

唐
の
成
玄
英
撰
。
新
唐
志
に
そ
の
略
伝
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
弘
決
外
典
紗
や
見
在
書
目
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
成
英
」
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

巻
数
は
、

見
在
書
目
が
十
巻
、
旧
唐
志
が
十
ニ
巻
、
新
唐
志
が
「
注
延
子
二
十
巻
、
疏
十
二

巻
」
と
し
、
現
存
の
南
華
真
経
注
疏
に
は
、
十
巻
の
宋
刊
本
(
静
嘉
堂
蔵
残
玉
巻
)
、
三
十
三
巻
の
室
町
時
代
写
本
、

蔵
本
な
ど
が
あ
る
。
古
紗
本
と
し
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
の
鎌
倉
写
本
零
巻
が
あ
る
。

(
回
)

文
選
紗

四
十
五
巻
の
道

見
在
書
自
に
、
公
孫
羅
撰
の
六
十
九
巻
と
撰
者
不
明
の
三
十
巻
の
ニ
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

両
唐
志
に
公
孫
羅
注
の
六
十
巻
と
あ
り
、
と
き
に
、
文
選
集
注
に
引
か
れ
て
い
る
。
所
引
の
一
条
は
、
巻
三
十
六
の
停
季
友
の
「
為
宋

公
修
張
良
廟
教
」

(
口
出
)

曹
憲

一
首
の
う
ち
の
「
大
極
横
流
」

へ
の
注
か
と
思
わ
れ
る
。

惰
の
曲
目
憲
は
、
文
選
の
注
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
広
雅
の
音
注
な
ど
著
書
も
多
い
。
こ
の
↑
条
は
、
広
雅
巻
七
の
注

か
と
恩
わ
れ
る
が
、
臆
測
に
す
ぎ
な
い
。

(
邸
)
顔
師
固

"、。

A
m
w
)
 

鴎
鵠
の
短
い
説
明
で
あ
る
が
、
漢
書
注
に
み
え
ず
、
あ
る
い
は
見
在
書
目
に
み
え
る
漢
書
音
義
で
あ
る
か
も
し
れ
な

三
国
志
萄
志
巻
十
二
の
議
周
伝
に
、
お
よ
そ
著
述
す
る
と
こ
ろ
百
余
篇
と
い
う
う
ち
、
見
在
書
自
に
み
え
る
の
は
、
古

史
考
ニ
十
五
巻
だ
け
で
あ
る
。
所
引
の
一
条
は
、
周
公
に
つ
い
て
の
ご
く
短
い
記
事
で
あ
る
。

議
周


